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  〔千葉医学　89：42， 2013〕 
　千葉医学雑誌第89巻 1号には，話題 3編，第 3
回千葉医学会賞臨床研究部門論文 1編，海外だよ
り 2編，千葉医学会例会報告 2編，Open Access 
Paper 1編を掲載させていただきました。
　環境生命医学の鈴木崇根先生の「クリニカル
アナトミーラボはどのように誕生し，何処へ向
かうのか」では，千葉大学に新しく設立され
た，新鮮凍結屍体を用いた教育・研究施設であ
るクリニカルアナトミーラボ（Clinical Anatomy 
Laboratory: CAL）の設立の経緯を報告していた
だきました。従来，手術手技や侵襲的治療手技を
修得する際に，若い医師は実際の症例において上
級医師から指導を受けるのが一般的でした。しか
しながら，実際の症例でこれらの手技を修得す
ることは，患者にとっての安全性，修得の効率
性，倫理性の意味から問題であり，さらに日進月
歩の手技を十分に修得することは容易ではありま
せん。海外では以前より，新鮮凍結屍体を用いた
サージカルトレーニングや生体力学的研究が広く
行われており，日本の医師も多額の費用と時間を
費やし，海外の新鮮凍結屍体を用いたトレーニン
グセミナーに参加しているのが現状です。今回，
環境生命医学の鈴木崇根先生，森　千里教授らの
ご努力により，わが国で 3番目，国立大学として
は初めての施設CALが千葉大学に設立されまし
た。本論文には，設立までの法律上の問題の解決，
献体組織である「白菊会」の皆様への説明，各講
座からの協力と設立資金の準備，施設の運営など
多くの貴重な経験が記載されております。今後，
わが国の多くの大学で同様の施設設立の動きがみ
られると思いますが，必ず参考にされる資料と思
います。
　西野　卓先生の「日本麻酔科学会青洲賞につい
て」は，先生が「呼吸困難の発生機序と治療につ
いて」というタイトルで定年の 1年前に受賞され
たお話です。西野先生の真意が以下のように記載
されております。「この賞の受賞は私の本意では
なかった。今でも，できれば若い人に獲って欲し
かったと思っている。」研究に対する先生のお気
持ちと後輩への期待が強く伝わってくるお話で
す。因みに副賞はすべて東日本大震災の義捐金に
寄付されたとのことです。
　宮崎　勝先生の「第112回日本外科学会定期学
術集会を開催して」では，先生が会頭として，
2012年 4月12日から14日にかけて，幕張メッセお
よびホテルニューオータニ幕張にて開催された，
日本外科学会最大の学会の開催経緯について報告
していただきました。宮崎先生のリーダーシップ
のもと，臓器制御外科学教室（旧第一外科学教室）
の教室・同門および関係各位のご努力により，参
加者が13,000名を超えるという大きな学会を成功
裏に開催されたことに心より敬意を表します。
　細胞治療内科学の田中知明先生には，第三回
（2011年度）千葉医学会賞臨床研究部門論文「転
写因子p53による細胞内代謝調節機構とがんと生
活習慣病」について報告していただき，p53を中
心に病態と細胞内代謝調節機構のメカニズムにつ
いて分かりやすく解説していただきました。
　整形外科学の樋渡　龍先生には，米国Mayo 
Clinic, Biomechanics Laboratoryについて，ま
た救急集中治療医学の仲村将高先生には米国
Emory大学Emory Center for Critical Careにつ
いて報告していただきました。はつらつとした留
学生活が伝わってくる内容です。
　最後に腫瘍内科と神経内科の千葉医学会例会の
抄録を記載させていただきました。両講座の活発
な診療・研究が伺える豊富な内容となっておりま
す。
　英文論文であるOpen Access Paperには整形外
科学の縄田健斗先生によるballoon kyphoplasty
の論文を掲載させて頂きました。今後とも英文論
文のご投稿をお願いいたします。
 （編集委員　高橋和久）
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